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発表概要 
 
 
1．世界的な閉塞感の広がり 
 
 特に 2008年の世界金融危機以降、各国の国内で、閉塞感が国民の間に広ま
っている状況がある。資本主義の行きづまり。移民の排斥。民主主義の機構原
理（多数決原則）への疑問。（←価値原理の確認から、再構築へ） 
不合理なナショナリズムの高まり。冷静になり、理性的な声をかき消す感情

の高まりを抑制する必要がある。 

 
 
2．国際秩序の揺らぎ 
 
今世紀に入り、大国による一方的な現状変更が目立つようになる（米、中、露）。 
由々しき事態だととらえるべき。 
 
 
3．東アジアの状況 
 
 中国社会にうずまく不満と不安。中国人の夢ならぬ、中国の夢の提示。 
それと同時に中国の国力が増大。パワー・バランスの変化に伴い、中国が何の

ために、どのように増大した国力を使うのかが問題。平和発展の外交方針と、
実際の行動とが矛盾している。東アジアにおける国家間関係の緊張という現実。 
 

 
4．どのように緊張緩和を進めるべきか―沖縄の役割 

＝「安定をもたらす東アジアの重心」 
  
長期的には、三つの梃子： 
○国際的規範の浸透：富国強兵からの脱却、知識交流や留学など 
○戦略的互恵関係の充実：経済交流、非伝統的安全保障協力など 
○力の制約と均衡：同盟ネットワーク、多国間枠組みから、対話、戦略的共生へ 
 

沖縄の役割は： 

〇力の秩序の重心⇒合意と信頼を築く基礎 
〇感情の重心⇒万人にとっての癒しと安らぎの場 
〇規範の秩序の重心⇒対話と協力の舞台 
三つの梃子に実効性を与える多国間の取組みのための、万国津梁フォーラム 
  



Ⅴ. 資料編 第 3 回万国津梁フォーラム メインフォーラム 有識者発表資料 

 

175 
平成 26年度 地域安全政策調査研究報告～アジア太平洋地域の中の沖縄～ 

有識者発表資料：北京大学国際関係学院准教授 于 鉄軍氏 
 
  



Ⅴ. 資料編 第 3 回万国津梁フォーラム メインフォーラム 有識者発表資料 

 

176 
平成 26年度 地域安全政策調査研究報告～アジア太平洋地域の中の沖縄～ 

 

  



Ⅴ. 資料編 第 3 回万国津梁フォーラム メインフォーラム 有識者発表資料 

 

177 
平成 26年度 地域安全政策調査研究報告～アジア太平洋地域の中の沖縄～ 

  



Ⅴ. 資料編 第 3 回万国津梁フォーラム メインフォーラム 有識者発表資料 

 

178 
平成 26年度 地域安全政策調査研究報告～アジア太平洋地域の中の沖縄～ 

 

  



Ⅴ. 資料編 第 3 回万国津梁フォーラム メインフォーラム 有識者発表資料 

 

179 
平成 26年度 地域安全政策調査研究報告～アジア太平洋地域の中の沖縄～ 

 

 

  



Ⅴ. 資料編 第 3 回万国津梁フォーラム メインフォーラム 有識者発表資料 

 

180 
平成 26年度 地域安全政策調査研究報告～アジア太平洋地域の中の沖縄～ 

有識者発表資料：ソウル大学国際大学院教授 朴 喆熙氏 
 
  



Ⅴ. 資料編 第 3 回万国津梁フォーラム メインフォーラム 有識者発表資料 

 

181 
平成 26年度 地域安全政策調査研究報告～アジア太平洋地域の中の沖縄～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



Ⅴ. 資料編 第 3 回万国津梁フォーラム メインフォーラム 有識者発表資料 

 

182 
平成 26年度 地域安全政策調査研究報告～アジア太平洋地域の中の沖縄～ 

有識者発表資料：淡江大学米国研究所教授 陳 一新氏 
 



Ⅴ. 資料編 第 3 回万国津梁フォーラム メインフォーラム 有識者発表資料 

 

183 
平成 26年度 地域安全政策調査研究報告～アジア太平洋地域の中の沖縄～ 

  



Ⅴ. 資料編 第 3 回万国津梁フォーラム メインフォーラム 有識者発表資料 

 

184 
平成 26年度 地域安全政策調査研究報告～アジア太平洋地域の中の沖縄～ 

  



Ⅴ. 資料編 第 3 回万国津梁フォーラム メインフォーラム 有識者発表資料 

 

185 
平成 26年度 地域安全政策調査研究報告～アジア太平洋地域の中の沖縄～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



Ⅴ. 資料編 第 3 回万国津梁フォーラム メインフォーラム 有識者発表資料 

 

186 
平成 26年度 地域安全政策調査研究報告～アジア太平洋地域の中の沖縄～ 

有識者発表資料：ジョージワシントン大学教授 マイク・モチヅキ氏 
 

Ⅰ. 総合的安全保障と東アジア 

 

A.総合的安全保障概念の起源と進化 
 

1.1970年代後半、[総合安全保障]の概念は日本で生まれ進化していった。この 
概念では、エネルギー安全保障や食糧安全保障も従来の軍事的安全保障と同 
じ位置で取り扱われた。 

 
ヨーロッパでは、ソビエト連邦とアメリカ合衆国の競争激化や、核戦争そし 
て戦争への懸念により共通の安全保障概念が確立された。 

     

2.冷戦後、伝統的安全保障として取り扱える内容が少なくなり、非国家主体 
や市民社会、人間の安全保障（発展と貧困の軽減、パンデミック伝染病、
環境変化）が関係する非伝統的安全保障に重点をおく必要があると主張す

る者が多くなってきた。 
     

3．2001年 9月 11日ニューヨークとワシントンで起こった同時多発テロ以降、 
安全保障の焦点は非国家主体が関わるテロ攻撃や海賊、国家破綻へと向けら 
れるようになった。しかし当時の安全保障に関わる専門家達は、大国間協力 
の将来性については楽観的であった。 

 

B.権力の移行と競争的安全保障の危険性 

 

・過去数年間で伝統的安全保障への回帰があり、非伝統的安全保障への注目が 

薄れていると思われる。  

・中国の台頭とロシアの復活により、大国間の競争と衝突の再発が考えられる。 

・領海、漁業、エネルギー資源問題の激化している。 

 

C.抑止力を越えて：戦略的信頼と協調的安全保障  

 

現在、日本とアメリカは抑止力に重点を置いている。 

 

・オバマ大統領のリバランス、またはアジア回帰。 

・安倍総理大臣の集団的自衛権の模索と、中国の台頭に対抗するアジア太平 

洋地域提携の促進。 

 

抑止力が安全保障政策の重要な要素の一つである一方で、それだけが唯一の 

要素となるべきではない。抑止力は必要不可欠であるかもしれないが、これ 

だけでは足りない。 

 

抑止力のみに頼ると一国による安全保障政策の追求が、それに対する他国の 

反応を引き起こし結局、自国の安全を悪化させてしまう安全保障のジレンマ 

に陥る。 
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だからこそ競争的で衝突的な現在の安全保障環境に対抗すべく、戦略的信頼 

を促進する必要がある。 

   

不運なことに日本、中国、北朝鮮、韓国、台湾が位置する北東アジアでは、信
頼関係の欠如が深刻化している。 

 

協力と信頼の区別：信頼がなくても、共通の敵をもつ国家どうしは協力関係 

を築くことができる。 

 

どのように戦略的信頼の促進を行うのか？ 

 

(1) 信頼は協力を促し、協力関係を継続することによって、信頼を促進するこ
とができる。 

(2) 過去の遺産－信頼構築のためには歴史的和解が重要である。 

(3) 人と人との交流－若者の交換留学、観光、文化理解など、これらの体験は
ポジティブでなければならない。 

(4) 共通のアイデンティティ価値観の発展（アイデンティティと共通の価値観 

とは何か？東アジアのコミュニティとは何か？） 

(5) 規範とルール－国々が共有する規範と合意されたルールを尊重するという
期待。 

 

非伝統的安全保障問題に関する国家間協力関係の促進は、信頼構築に貢献する
可能性がある。 

 

D.地域ガバナンスと総合的安全保障の課題 

 

・エネルギー安全保障   

o エネルギー資源の需要は明らかに増加している。シェールガス革命に伴う

エネルギー市場の世界的な変容。 

o アメリカ国内における石油・ガス生産量の著しい増加。アメリカには自国
のエネルギー需要を満たせる資源があり、今後エネルギー物資の輸出大国
となりうる。 

o このことから、エネルギー供給の制限は本来予測されていたほど深刻では
ない。 

o 強力な協力関係と、エネルギー安全保障による競争減少の可能性。エネル
ギー効率、エネルギー資源の備蓄、原子力安全性向上などによる協力関係。 

 

・環境安全保障 

o ミサイルや戦争がもたらす脅威より、環境汚染や気候変動による脅威が発
生することの方が確実かつ深刻である。 

o 汚染物質は空気や川を通じて国境を越える。 

o 気候変動は環境に深刻な影響をもたらす。異常気象、海面上昇、内陸地域
の水不足。 

o 環境安全保障には、競争よりもむしろ総合的で協力的な行動を必要とする。 
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・人道支援と災害救援 

o 異常気象 

o 地震と津波 

    

・人間の安全保障 

o 貧困削減  

o 難民への対応 

o 世界的伝染病の脅威 

 

 

Ⅱ．沖縄の役割 

 

A. 歴史的遺産 

・文化や商業の交差点である琉球諸島 

・第二次世界大戦の悲劇―沖縄戦 

・沖縄は日本と近隣アジア諸国の歴史的和解に貢献する中心地となることがで
きる。 

 

B. 地理的な課題と機会 

・沖縄の地理的戦略位置：巨大な米軍基地の存在 

・しかし、沖縄は商業の交差点としても見られるべきである。 

 

C. 人的資本の開発 

 

沖縄は世界と地域の重大問題を取り扱う中心地になることができる。 

 

・エネルギー効率、環境安全保障、気候変動に関する問題を研究する、知的中 

心地 

・歴史的和解や公正さを促進する中心地 

・高齢者へ向けた健康、長寿、生活の質に関する問題を研究する中心地 

 

もっと多くの沖縄県民が国際的な視野を持つ人材、外国語に長けた人材、国際
的対話や研究事業に貢献できる人材になるための育成が必要。 

これらの人材は、アジア太平洋地域における沖縄の存在感と貢献度を高めるこ
とができる。 

 



 

 

 

 


